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建設省東北地方建設局向け

洪水情幸艮システム
】nformation SYStem for Flood Controlin The Tohoku District

我が国の水資源は,近年の著しい経済の発展,生i舌様式の変化によって利水,治

水及び環境面で種々の問題が提起されており,河川管理の広域化,集中化の必要性

が一段と強まっている｡現在,建設省を中心に全国の1級河川,ダム及び堰の一フ上

菅理を行なうため河川情報システムの構想を確立中であるが,今回この一環として,

日立制御用計算機HIDIC 80を使用して建設省東北地方建設局の洪水情報システム

を完成した｡

このシステムは,特に特殊グラフィ ックパネル,CRT4台による充実したマンマ

シンコミュニケーション,データ通信機能などに特徴をもってし､る｡

n 緒 言

我が国の河川の管理は,永年にわたり治水に主眼がおかれ

ていたが,近年,経済活動の大規模化,農業の近代化,国民

の生活水準の向上などによr),急激に水需要が増大するとと

もに,治水,利水,水質などの管理が重要視されるようにな

ってきた｡このため,広範囲に及ぶ河川とそのi充城の水理･

水文状況を動的かつ一元化した情報により的確,迅速に処理

する必要性が出てきた｡建設省ではこのようなオ犬況を背景に,

河川情報の一元的管理と有効i舌用を図るため,現在｢河川情報

システム+の導入を推進中である｡

この論文では,｢河川情報システム+の中枢局としての主要
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な機能をもった,東北地方建設局向けラ共水情報システムの概

要について述べる｡

臣l 河川管理の概要と河川情報システム

河川の管理は,亨共水の予防(高水管理),渇水時の融通給水

(低水管玉里)及び農業用水･工業用水･飲料用水の水質維持(水

質管理)を目的としているが,最近の河川管理は,同一水系･

同一･地域に複数のダムや堰が建設され相互に影響を与える場

合が多くなり,総合運用管理を行なう必要性がでてきており,

河川管葦里の対象が広範囲化してきた｡このため,昭和48年か

東北地方建設局

洪水情報システム
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図l 河川情幸艮システム

の概念図 階層構造によ

る河川管理体系及び河川情報

システムに対する東北地方建

設局の洪水情報システムの位

置付けを説明したものである｡
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ら建設省の委託により建設電気技術協会が中心となり｢河川情

報システム+の計画を開始し,昭和48年度には｢河川情報シス

テム設計･調査+2),昭和49年度には｢広域水系結で㌢管理システ

ム調査･設計+3)の報告書が作成きれ,昭和50年度からこれら

の報告書の内容に従って,実システムの導入が各地方建設局

ごとに始まっている｡

河川情報システムは,広範囲及び質的にも多種類に及ぶ河

川に関する情報を提供するシステムであり,情報発生源から

統括管理する上位局までを,機能･設備･運用の観点で,総

括局(建設省本省)･中枢局(地方建設局本局)･集中局(主要工

事事務所,ダム総合管理事務所など)･監視局(一般工事事務

所,ダム管理事務所など卜観測局(雨量観測局,水位観測局,

水質観測局など)に分け,局相互間を伝送回線で接続する階層

構造を原則とし,多種,多量のデータを収集し必要な加工処

ヨ聖を行ない,それらを一ラ亡管理しするとともに河川管理者へ正

確かつ迅速に情報を提供することを目的としている｡図1に

河川情報システムの概念図を示す｡

同 乗北地方建設局向け洪水情報システムの概要

3.1 システムの概要

東北地方建設局の｢洪水情報システム+は,高水管理を対象

とし以下に述べる目的のためにi共水に関する情報をオンライ

ンリアルタイムで収集･処理するものであー),図1に示した

ように｢河川情報システム+の中枢局としての主要な機能をも

っている｡

ダム統合管理事務所

｢‾苑読石妄読議訂1
+________.__...+

時計装置

1,200bps

(ダム諸量)

変復調器

(1)河川管理者が東北地方全体の降雨領域,移動状況及び分

布二状況を把握し,関係工事事務所に時機を失することなく連

絡し必要な処置をとらせる｡

(2)東北地方建設局直轄の北上川下流.,阿武隈川下流に対し

的確な洪水予報を発令する｡

(3)各河川の出水状況を把手崖し,各工事事務所で行なう洪水

予報,水防警報の発令二状況を管理する｡

(4)報道機関など外部に対して判断しやすい河川情報を提供

する｡

3.2 システムの機能と特徴

才共水情報システムの機能は,二大に述べるとおりである｡

(1)データ収集

東北地方建設局管内の12の1級水系中,11水系の主要河川

に関する水位82,雨量146,6直轄ダムに関するダム諸量48

(現二在,4ダム運用中)のデータをオンラインリアルタイムで

収集する｡

(2)清二算

時間雨量,3時間雨量,6時間雨量,累加雨量及びi充域平

土J雨量の各計算,各種基準水位(指定,警戒及び計画水位)に

対する現在水位の比率計算,各種警報や色別めための基準値

との比較計算を行なう｡

(3)データ表示

収集･演算したデータは,約20種類の判断しやすいデータ

にして,高密度のカラーCRT(Cathode Ray Tube)や,色

別表示の可能な特殊グラフィックパネルに表示する｡これは,

寸..〆 〆
テレメータ送信装置

50bps,25bps

テレメータ

受信装置

______雨量･水位______
(10工事事務所)

HIDIC 80

コアメモリ48k語

監視操作卓

警報装置

山
グラフィックパネル

水位表示盤雨量表示盤

厨｡ □KB [コ [∃=≡≡==±=
注:略語説明

CLC

Pし/0

Z･BUS

ハードコピー装置

図2 洪水情報システムのハードウェア構成図 計算機システムのハードウェア機器構成が分かる｡
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マンマシンコミュニケーション機能として特に信頼性を要求

されるものである｡

(4)異常監視

指定水位オーバ,時間雨量オーバなどの異常発生を即時に

河川管理者へ通幸反し,必要な処置をとらせる｡

(5)記録

異常発生時の内容,発生時刻及び回復時刻を記録し,河川

管理者へ提供する｡

(6)データの設定及び帽正

収集したデータが欠測した場合の補充,各種基準値ク)変更

及び累加雨量設定日時の変更を行なう｡

このシステムの特徴は,河川管至聖者への正確,迅速かつ判

断しやすい情報を提供するために,応答性を十分考慮した多

種多様のCRT表示画■血と,水位･雨量のこ状況を色別表示す

るための特殊グラフィ ックパネルにある｡

山 計算機システムのハードウェア

4.l ハードウェアの構成

このシステムの計算機ハードウェア構成を図2に示す｡

データ収集のための装置として,コンピュータリンケージ

装置(CLC)とテレメータ(リーク)受信装置を使用して,中央

処理装置(CPU)へデータ転送している｡CPUでは,各種デー

タチェック,演算処理を行なったのち補助メモリ(M/D)に実

績データとして帯絹内し,同時に,各種データチェックで水理･

水文の異常や装置の異常が発生したときに関係先に知らせる

装置として,警報装置や監視操作卓,データを時系列管理す

るための時計装置を設けている｡

このシステムの中心をなすマンマシン装置としては,高密

度カラーCRTを4台,色別表ホの可能なグラフィックパネ

ル2面を設置し,多種多様な情報,分かりやすい情報を提供

できるシステム構成とした｡

4.2 データ伝送装置

このシステムのデータ伝送系統を図3に示す｡各主要工事

事務所のテレメータ装置で収集されるデ【タをリーク分岐し,

テレメータ(リーク)送信装置から伝送速度25,50bpsで転送

され,本局のテレメータ(リーク)受信装置で受信される｡テ

レメータ(リーク)受信装置は,データがすべてそろったとき

CPUに一括転送する｡

また,北上川のダム統合管理事務所で収集されたダム諸呈,

及び北上川上流.城の水文データは,専用通信回線を介してCPU

に転送される｡伝送はコンテンション方式,1,200bps,JIS

C6220コード,ACK(Acknowledge),NAK(Negative Ac-

knowledge)方式である｡

4.3 水位･雨量表示盤

このシステムグ)グラフィ ックパネルを図4に示す｡このグ

ラフィ ックパネルは一種のカラーディスプレイ装置で,従来

の数表字管を使用した表示盤ではなく,i充域及び河道を模式

化し,色別表示するため,高速一キさ成方式のパルス点灯式直流

カラーけい光灯を組み込んだ表示ユニットを盤内部に取り付

けた表示盤である｡水位表示盤は,各河川の河通水位二状態を

観測所単位に定められた基準値と比較し,色別表示を行なっ

ている｡雨量表示盤は,1時間雨量,3時間雨量,6時間雨

量及び累加雨量を定められた基準値と比較し,流域平均を色

別表示している｡

表示ユニットは,緑と赤のカラーけい光灯を各々1本組み

込み,色の組合せにより,緑色,黄色,赤色と赤色点滅表示

を行なっている｡
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＼

図3 テご一夕伝送系統図 東北地方建設局管内の集中局と中枢局の伝送

回線の接番売体系が分かる｡

二¥′ス
トノ

図4 グラフィックパネル 水位表示盤(左)と雨量表示盤(右)を示す｡
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図5 グラフィックパネルとのインタフェース説明区l

手順及び構成を示す｡

グラフィックパネル
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△

二二j訂;

水位表示盤の色表示のための信号の種類,

HIDIC80とグラフィックパネルのインタフェースを,水位

表示盤を例にt司5に示す｡

HIDIC80CPUからグラフィックパネルの処理装置(マイク

ロコンピュータ)には,表示開始→水位表示盤指定一河川指定

一河川内水位観測所(表示ユニット)指定一表示色と水位上昇,

下降指定→表示終了の順にデータを出力する｡また,データ

に対しては,1データごとにACK,NAKのアンサーバッ

クをもとに,最大3回の再送処理を行ない信頼性を上げてい

る｡

B ソフトウェア

5.1 ソフトウェアの構成

このシステムのソフトウェア構成を図6に示す｡アプリケt

ションソフトウェアは,充実したマンマシンコミュニケーシ

ョンサブシステムを中心に,9個のサブシステムで構成して

おり,特に情報の高信頼性と高応答性を重視したシステム構

成としている｡

計算機間コミュニケーションサブシステム(CCS)ではデー

タの一ナ亡管理を行なうために,データがすべてそろってから

最新データとしてデータ取込サブシステム(DIS)にリンケー

ジする機能をもっている｡

DISでは,受信したデータの合理性チェック(数値の桁ごと

30
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0～9チェックや数値の範囲チェックなど)を行ない,異常デー

タに関しては警報や記会読の処理を行なって,デ【タ管王聖サブ

システム(DMGS)に欠測データとして転送する｡DMGS,一次

ファイルサスシステム(IDFS),計算処王堅サブシステム(IDCS)

では,～共水情報を受信データ,ダム諸量データ,水位データ

及び雨量データと,亨可川管理に必要な種々計算処理データに

分割し,実績データとして保存する｡また,マンマシン機能

の応答性を考慮したデータの管理を行なっている｡データ編

集サブシステム(DE S),マンマシンコミュニケーションサ

ブシステム(MMS)は,特に操作性や応答性が要求されるも

ので,応答性に関しては1秒以内,操作性に関してはライト

ペンによる完全なオペレーションガイド方式を実現している｡

5.2 情報の管理と処理

このシステムで取r)扱う情報は次に述べるとおr)である｡

(1)受信データ:観測雨量146量/時間,観測水位82/時間,

ダム諸量48量/時間

(2)観測データニ276量/時間

(3)加工データ:1,277量/時間

(4)保存データ:186,424量/10日間(ただし,ダム諸量は3

日間) この膨大な情報量と迅速な情報の提供を考慮し,図7

に示すように,CRT表示項目に対応させた情報の管理を行

なっている｡
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図6 洪水情報システムのソフトウェア構成図 計算機システムの

ソフトウェアサブシステムの構成と各サ‾7システムの関係が分かる｡

且
観 測 水 位×10日分

積 算 雨 量×10日分

ダム諸量×3日分

雨量欠測時間×10日分

累 加 雨 量×10日分

1時 間 雨 量×10日分

3時間雨量

6時間雨量

流域平均累加雨量×10日分

流域平均1時間雨量

流域平均3時間雨量

流域平均6時間雨量

最高水位雨量

水位欠測時間×10日間

水位差分×4時間分

令
由
図
7

情報管理体系図 管理するデータの名称とデータ量及び管理する

時間の関係について説明したものである｡
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5.3 マンマシンコミュニケーション

マンマシンコミュニケーションは,このシステムの中心を

なすものであり,高密度のカラーCRTと色別表示の可能な

特殊グラフィックパネルを使用している｡CRT画面は約20

種類のフォーマット,約460画面があるが,必要とする画面は

すべて｢インデックス+と呼ばれるオペレーションガイド専用

画面とライトペンによる項目選択とで表示することができる｡

図8に｢ダム洪水調節図+の表示操作例を示す｡

まず,ファンクションキーの"INDEX”を押すと,東北地

方の12の一級水系名,｢ダム+,｢セッティイチラン+が大分類

選択項目としてすべて白色で表示される｡表示された大分類

選択項目から｢ダム+の項目をライトペンで選択すると,白色

で表示されていた｢ダム+がマゼンタ色に変わり,ダムに関係

した表示画面の名称が中分類選択項目として白色で表示され

る｡この中分類選択項目から｢コウズイチョウセツズ+を選択

すると,大分類の選択時と同様に選択項目が白色からマゼン

タ色に変わり,小分類選択項目としてダム名称一覧表が表示

される｡このダム名称から｢ユダダム+をライトペンで選択す

れば,目的の｢湯田ダム洪水調節図+を表示することができる｡

このオペレーションガ､イドは選択された項目に関係する項目

だけを次の選択項目として表示し,選択された項目の色を変

えてオペレータが選択した項目が分かるようにしていると同

時に,途中での選択変更を自由に行なうことができる｡

図9,10及び､11に表示例を示す｡

グラフィックパネルには,4段階の色別表示が可能な水位

表示盤と雨量表示盤をj采用し,一目で東北地方全体の河川水

1.寸州DEX〃キーを押す｡

〆
2.ライトペンで｢ダム+を

選択する｡

3.ライトペンでrコウズイ

チョウセツズ+を選択

する｡

4,ライトペンで｢ユダダム+

を選択する｡

01イワキガワ

02ヨネシロガワ

1扮
『
-4孟J

1ダムショリ ヨウ

2ダムシュッスイ
3コウズイチョウセツズ

4ケッソクリスト

0

14ダムJ妻

コウズイチョウセツズ

1イシフ′チダム

2タセダム

3ユダダム

4シジュウシダダム
5ナノレ:コダ_ム

6力■マフサタ■ム

◆

ウ
リ
ョ
ウ
チ
ョ
ス
イ
イ

湯田ダム洪水調節図

川IP一
｢

リ
ユ

ウ

†三

区18 CRT画面表示操作例 ｢湯田ダム洪水調節図+を表示するための

操作手順を示す｡
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図9 CRT表示例(り 区間流域平均時間雨量分布図の表示画面を示す｡

l時間,3時間,6時間,累加雨量の表示切換えは,インデックス画面のライ

トペン選択で行なう｡

図10 CRT表示例(2) 雨量時間分布図(36時間分)の表示画面を示す｡

図II CRT表示例(3) ダム洪水調節図(72時間分)の表示画面を示す｡
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図I2 水位表示盤の表示例

Lた例を示す｡

東北地方全体のl級河川の水位状況を表示

図13 雨量表示盤の表示例 東北地方全体の区間涜士戎平均時間雨量の表

示した例を示す｡右下の押しボタンでl時間,3時間,6時間,累加雨量表示

を切り換える｡

位,降雨ご状況が判断できるものにしている▼｡図12,13に表示

例を示す｡

l司 結 言

以上,建設省東北地方建設局の才共水情報システムの概要に

ついて述べた｡このシステムは,日立利子卸用計算機HIDIC80

で各棺河川情報を作成し,河川管理者へ必要な情報を提供す

ることにより,高水管理の効率化と適正化を実現したもので

あり,現在順調に稼動中である｡また,このシステムの導入

により広域かつ多量の洪水情報の整理,及び出水に対する状

況判断が容易に行なえるようになった｡

終わりに,このシステムの完成に絶大な御協力をいただい

た関係各位に対し,感謝の意を表わす二大第である｡
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